
医療者とのコミュニケーション方法 
〜患者としての自分の気持ちを伝えるために〜 
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本日の内容 

１．医療者とのコミュニケーション 

２．家族や周囲の人とのコミュニケーション 

  １）家族ががんになったとき患者さんとあなたを支える 

    ３つのヒント   

   ２）高齢の親に話す時のヒント 

        ３）子どもたちと話ができてますか 

        ４）職場の人と話ができてますか 



悩みを少しでも和らげるために必要なこと 
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病気や治療の情報の集め方： 
75歳未満の回答で上位５位を抜粋 

７５歳未満 ７５歳以上 
「がんの社会学」に関する研究グループグループ 

2013がん体験者の悩みや負担等に関する実態調査報告書 

がんと向き合った4,054人の声.2016年9月 第3版,P.58,p.94より改変 



外来の診察室   

先生と二人きり‥ 

質問できて
ますか？ 



 

     自分の状況について理解する 

１．自分の病気について理解するように 

      努めましょう 

 
• 「自分の記録」をつける 

• 自分の病気について情報を
集める 

※集めた情報が全て価値ある情報とは限らない 

 
国立がん研究センター「がん情報サービス」 

http://ganjoho.jp/public/index.html  

  

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために 



         自分の状況について理解する 

２．不安なことを気になることを整理 

      しましょう 

• 周囲の人に気になることを打ち明ける 

• 状況を書き出して整理する 

• 調べる、問い合わせる 

• セカンドピニオンの活用 

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために 



セカンドオピニオンの活用 

セカンドオピニオン 
『患者さんが納得いく治療法を選択することができる
ように、治療の進行状況、次の段階の治療選択などに
ついて、現在診療を受けている担当医とは別に、違う
医療機関の医師に「第２の意見」を求めること』 

  

はじめの意見（ファーストオピニオン）
を大切に 

自分の病状、進行度、なぜその治療法を勧めるのかな
どについて理解しないまま、セカンドオピニオンを受
けても混乱する 

 
がんになったら手にとるガイド 



セカンドオピニオンの活用 

セカンドオピニオンを受ける医師や病院
の選び方 

 -がん相談支援センターに相談 

 

セカンドオピニオンを受けた後 

病気や治療方針についての考え方が変化したかど
うか、担当医に報告して、これからの治療法を再
度相談 

 

がんになったら手にとるガイド 



医療者とよりよい関係を築く 

３．自分の状況を隠さず、 

伝えることも大切 

• 自分の状況を正直に伝える 

  いいことも、悪いことも、正直に伝える 

• 治療の目標や方向性を共有する 

大丈夫です 

変わったことはありません 

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために 



医療者とよりよい関係を築く 

４．上手に質問する方法を 

身につけましょう 

• 病院に行く前に、聞きたい 

 ことを書き出しておく 

• 質問する相手は担当医だけに
限らない 

• 「がん相談支援センター」の
利用 

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために 



国立がん研究センター がん情報サービス 
http://ganjoho.jp/public/support/communication

/question_prompt_sheet.html 



『重要な面談にのぞまれる患者さんとご家族へ』 

の内容（一部） 

• 診断名は何ですか？ 

• 病期（病気の進み具合）は？ 

• 今後どのような症状が起こりえますか？ 

• 今後起こりえる症状に対する治療はどんなものがありますか？ 

• もっと検査する必要はありますか？ 

• もしそうならその検査は痛いですか？ 

• それで何がわかるのですか？ 

• 私はどこが悪いのですか？ 

• どのぐらい深刻ですか？ 

• がんはどこにあるのですか？ 

• それはどの検査でわかったのですか？ 

診断について 

病状について 

症状について 

検査について 



『重要な面談にのぞまれる患者さんとご家族へ』 

の内容（一部） 

治療について 

【治療を選ぶ時の質問】 

• がんに対するどんな治療法がありますか？ 

• 先生が勧める治療はどれですか？ 

• ほかの患者さんはこういう場合どんな治療を選択していますか？ 

【選んだ治療についての質問】 

• その治療はどのように行うのですか（治療の種類、回数、頻度、期
間、スケジュール、実施場所、費用）？ 

• その治療が効いているかどうかわかるまでに 

 どれぐらいかかりますか？ 

• その治療が効かなかったらどんな選択肢がありますか？ 

• その治療にはどのくらいの費用がかかりますか？ 



医療者とよりよい関係を築く 

５．話をしっかり聞きましょう 

１回ですべてを理解する必要はありません 

 

家族や友人と一緒に話しを聞く 

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために 



自分らしさを大切にする 

６．自分の希望や考えを率直に 

伝えましょう 

• 自分の希望や考えは、伝えなければ 

 わからない 

• 希望は、その時々で変わることもある 

• どこまで知りたいのか伝えておく 

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために 



自分らしさを大切にする 

７．こころの健康にも目を 

向けましょう 

• 心の負担を軽くする 

• 病気のことを忘れる時間を大切に 

 

治療中心の生活ではなく、普段の生活・
仕事・趣味の時間を大切にしましょう 

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために 



 

日本人が、がんになった場合に 

     大切にしたいと考えている事 

 
一般市民2548人および遺族513人の調査 



患者・家族からみた望ましい緩和ケア 

多くの人が共通して大切にしてること 

「痛くないようにしたい」 苦痛がない 

「うちにいるのが一番」 望んだ場所で過ごす 

「明日は少しよくなるって思いたい」 希望や楽しみがある 

「先生とよく話し合って決めたい」 医師や看護師を信頼できる 

「家族も元気でいてほしい」 負担にならない 

「子供と一緒にいたい」 家族や友人とよい関係でいる 

「自分のことは自分でしたい」 自立している 

「人に気兼ねしないで過したい」 落ち着いた環境で過ごす 

「ものや子ども扱いしないでほしい」 人として大切にされる 

「悔いを残したくない」 人生を全うしたと感じる 

Miyashita M, et al: Ann Oncol. 18: 1090-1097, 2007 



患者・家族からみた望ましい緩和ケア 

人によって重要さは異なるが大切にしていること 

「やるだけの治療は十分してもらえたと
思っています」 

できるだけの治療を受ける 
 

「自然なかたちで最期を迎えたい」 自然なかたちで過ごす 

「みんなに感謝の気持ちを伝えたい」 伝えたいことを伝えておける 

「残された時間を知っておきたい」 先々のことを自分で決められる 

「普段と同じように、毎日毎日を過ごし
ていきたい」 

病気や死を意識しない 
 

「弱った姿を人に見せたくない」 他人に弱った姿を見せない 

「誰かの役に立っていると感じられる」 価値を感じられる 

信仰に支えられている 

Miyashita M, et al: Ann Oncol. 18: 1090-1097, 2007 



患者 医師 

疼痛がないこと 93% 99% 

病状についてよく知っていること 96% 88% 

心構えをしておくこと 84% 79% 

人生が完成したと思えること 80% 68% 

意識が明確であること 92% 65% 

負担にならないこと 89% 58% 

他人の役に立つこと 88% 44% 

QOLとその考え方 
世界における価値観の違い 

（医療者と患者の場合） 
 (JAMA 284: 2476-2482, 2000) 

患者の中でも個々が大切に思うことは100％ではない 
医療者と患者では、重要と考えることには差がある 



家族と話しができてますか？ 



主人が家のことを何も手伝ってくれない 

僕ができることはやってる 

でも妻はいつも言ったことしかしてくれ
ないと言う 

家族が私が治療中だからって何もさせてくれない‥ 

治療してるから無理しないでほしい。 

家のことは僕がするよ 

私ががんになったことを高齢の父には言えない 

Aさん Aさんの夫 

Bさん 

Bさんの夫 



家族ががんになったとき 

患者さんとあなたを支える３つのヒント 

ヒント１ 患者さんの気持ちや希望を理解する 

ヒント２ 情報とうまく付き合う 

ヒント３ 家族が自分自身も大切にする 

・がんと診断されたときの気持ちを理解し合う 

・「あなたがいてくれること」そのものが支えになる 

・治療や病院に関する情報を探す 

・あなた自身が適切な情報を得ることは大切 

・治療の中で使われている言葉を理解する 

・不確かな情報に惑わされない 

・ご家族ならではのつらさと対処法を知る 

・あなたを支えるさまざまな人がいることを知る 







高齢の親に話すときのヒント 

がん＝死？ 

病状をわかりやすく丁寧に説明する 

 

伝えた後は、定期的に状況を報告しましょう 



子どもたちと話しができていますか？ 

どうしてお薬飲んでるの？ 

お母さん 病気なの？ 

子どもは何かを感じ取っています 

どのように伝えるのが良いのか？ 

 

看護師・臨床心理士などに相談してみましょう 



職場の人と話しができていますか？ 

がんと仕事のQ&A
診 断 さ れ た ら は じ め に 見 る

がんサバイバーの就労体験に学ぶ

第 ２ 版

Q1:入院治療で仕事を休む際に、注意しておく
ことは何ですか？ 

A1:会社の就業規則の「欠職/欠勤」の項目を
よく確認してください             
上司が「好きなだけ休んでいい」と声をかけ
てくれたのに、定められた休職期間を超えた
ため、自動退職につながったケースがありま
した。 

治療で仕事を休む必要がある場合は、人事部
や総務部と、可能であれば職場の上司をまじ
えて、就業規則をもとにどのくらい会社を休
むことができるか相談してください。 

国立がん研究センターがん情
報サービス 

http://ganjoho.jp/public/sup

port/work/qa/index.html 



職場の人と話しができていますか？ 

Q2:抗がん剤の副作用で業務に支障をきたしてしまうので
はないかと心配です。 

 一般的に予想される副作用の内容や程度を知る 

 入院中の化学療法の経験から休憩場所の確保など、
職場に配慮してほしいことを考えて上司に相談して
みましょう 

 産業医や産業看護職がいる場合は、ぜひ相談してみ
てください 

 一人で悩まず、まずは予測される状況をできるだけ
正確に把握し、関係者と相談して行くことです がんと仕事のQ&A

診 断 さ れ た ら は じ め に 見 る

がんサバイバーの就労体験に学ぶ

第 ２ 版



がん看護相談外来  
 目的： 

 がん患者さんとご家族が、治療に伴う症状や療養
上の心配事を相談でき、安心して治療を受けること
ができる 

 対象者：当院通院中の患者と家族 

 担当者：がん看護専門看護師 

     緩和ケア認定看護師 

 面談時間：30分程度 

 予約方法：患者、家族が電話で予約 

 医師、看護師からの連携 

 



がん看護相談外来で対応している
内容 

• 医師に相談しづらい 

• 治療をしたくないと思っているが、子ど
も達が納得してくれない 

• 夫が家でサポートしてくれない、二人で
話すともめるから一緒に話をしてほしい 

• 家で過ごすことが難しくなってきている
が、夫と最期の場所について話すことが
できない          

など 





医療者と上手に対話するコツ 

• 困ったこと、わからないことは素直に伝えましょう 

• 何度か対話を重ねていくうちに、信頼関係を 

    築いていくことができるはずです 

• 診察のとき、信頼できる人に付き添ってもらい、 

 知りたいことをしっかり聞きとる準備をしましょう 

• 担当医との面談のときには、聞きたいことを 

 箇条書きにしたメモを持参しましょう 

• 看護師やがん相談支援センターなどの協力を得るこ
とも考えましょう 

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために を参考に作成 



がんと上手に向き合うために 

1. 自分の病気について、理解するように努めま
しょう 

2. 不安なことや気になることを整理してみま
しょう 

3. 自分の状況を隠さず伝えることも大切です 

4. 上手に質問する方法を身につけましょう 

5. 話をしっかり聞きましょう 

6. 自分の希望や考えを率直に伝えましょう 

7. 心の健康にも目を向けましょう 

コミュニケーションの道しるべ がんと上手に向き合うために 


